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（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推
移については記載しておりません。 

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。 
３ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。 
４ 第16期第３四半期累計期間、第16期第３四半期会計期間及び第16期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当
期）純利益金額については、潜在株式は存在しておりますが、当社株式は第16期までは非上場であり期中平
均株価が把握できないため、記載しておりません。 

５ 当社は、平成23年１月１日付で１株を３株とする株式分割を行っております。  
  

第一部【企業情報】 
第１【企業の概況】 
１【主要な経営指標等の推移】 

回次 
第16期 
第３四半期 
累計期間 

第17期 
第３四半期 
累計期間 

第16期 
第３四半期 
会計期間 

第17期 
第３四半期 
会計期間 

第16期 

会計期間 

自平成22年 
１月１日 
至平成22年 
９月30日 

自平成23年 
１月１日 
至平成23年 
９月30日 

自平成22年 
７月１日 
至平成22年 
９月30日 

自平成23年 
７月１日 
至平成23年 
９月30日 

自平成22年 
１月１日 
至平成22年 
12月31日 

売上高 （千円）  31,399,924  39,114,402  12,188,411  13,415,143  45,263,583

経常利益 （千円）  3,464,686  3,374,779  1,306,584  1,019,970  4,912,035

四半期（当期）純利益 （千円）  2,060,917  1,994,983  778,961  603,023  2,923,857

持分法を適用した場合の投
資利益 

（千円）  －  －  －  －  －

資本金 （千円） － －  104,103  727,565  104,103

発行済株式総数 （株） － －  1,359,000  4,612,800  1,359,000

純資産額 （千円） － －  4,824,422  8,556,532  5,687,598

総資産額 （千円） － －  21,378,079  27,269,415  21,907,883

１株当たり純資産額 （円） － －  3,534.15  1,852.06  4,169.13

１株当たり四半期（当期）
純利益金額 

（円）  1,542.11  449.64  573.19  131.53  2,178.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額 

（円）  －  428.76 －  126.21  －

１株当たり配当額 （円）  －  50.00  －  －  100.00

自己資本比率 （％） － －  22.5  31.3  25.9

営業活動によるキャッシ
ュ・フロー 

（千円）  △2,485,377  △4,739,801  －  －  △376,797

投資活動によるキャッシ
ュ・フロー 

（千円）  △305,954  315,951  －  －  △364,036

財務活動によるキャッシ
ュ・フロー 

（千円）  3,952,785  3,767,143  －  －  3,081,230

現金及び現金同等物の四半
期末（期末）残高 

（千円） － －  5,702,886  6,225,124  6,881,830

従業員数 （人） － －  226    269  241
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 当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 
  

 該当事項はありません。 
  

提出会社の状況 

（注） 従業員数は就業人員数であります。 
  

２【事業の内容】 

３【関係会社の状況】 

４【従業員の状況】 

  平成23年９月30日現在

従業員数（人）  269
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 第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27
日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21
日）を適用しており、下記の生産実績及び販売実績に係る前年同四半期比は、前年同四半期実績を本会計基準及び適
用指針適用後のセグメント区分に組み替えて算出しております。（以下「４ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・
フローの状況の分析」においても同じ。） 
  
(1）生産実績 
 当第３四半期会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１ 金額は、販売価格によっております。 
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  
(2）受注状況 
 当社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。 

  
(3）販売実績 
 当第３四半期会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。   
 当第３四半期会計期間における戸建分譲事業の販売実績を地域別に示すと、次のとおりであります。 

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

第２【事業の状況】 
１【生産、受注及び販売の状況】 

セグメントの名称 

当第３四半期会計期間 
（自 平成23年７月１日 
至 平成23年９月30日） 前年同四半期比（％） 

件数 生産高（千円） 

戸建分譲事業 598棟  14,271,814  105.5

その他 １戸  46,086  148.5

合計 －  14,317,901  105.6

セグメントの名称 

当第３四半期会計期間 
（自 平成23年７月１日 
至 平成23年９月30日） 前年同四半期比（％） 

件数 販売高（千円） 

戸建分譲事業 566棟  13,290,959  109.8

その他 －  124,183  142.1

合計 －  13,415,143  110.1

地域 

当第３四半期会計期間 
（自 平成23年７月１日 
至 平成23年９月30日） 前年同四半期比（％） 

販売高（千円） 

東京都   776,698  38.7

神奈川県   3,593,214  242.6

埼玉県   3,869,005  106.7

千葉県   2,081,730  95.2

愛知県   2,768,442  110.3

岐阜県   201,866  69.6

合計   13,290,959  109.8
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 当第３四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した
事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

  

 当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
  

(1）業績の状況 
 当第３四半期会計期間における我が国経済は、東日本大震災で甚大な被害を受けた企業の生産設備やサプライチ
ェーンの復旧が急ピッチで進められた事により、企業の生産活動が回復してきましたが、世界経済の景気停滞懸念
や長期の円高などから、依然として厳しい景気状況が続いております。 
 当社の属する不動産業界におきましても、震災直後の市場の混乱や雇用情勢の不安から消費マインドの低下の影
響等を受けておりましたが、新設住宅着工戸数は回復の動きを見せており、徐々に回復の兆しが見えております。
 このような情勢の中、当社は戸建分譲事業において、ひとりでも多くの方にマイホームを持って頂きたいと願う
「理想を現実に」の信念のもとに、「価格のValue」「品質のValue」「安心のValue」を基本とし、徹底した原価
管理と品質の向上に努め、良質な戸建分譲住宅を低価格で供給してまいりました。 

 この結果、当第３四半期会計期間の売上高は 百万円（前年同四半期比 ％増）、営業利益 百万円
（前年同四半期比 ％減）、経常利益 百万円（前年同四半期比 ％減）、四半期純利益 百万円（前年
同四半期比 ％減）となりました。 
 セグメントごとの業績は、次のとおりであります。 

  
① 戸建分譲事業 
 戸建分譲事業におきましては、主として埼玉県、神奈川県及び愛知県での販売棟数が増加し、その売上高は

百万円（前年同四半期比 ％増）、営業利益は1,024百万円（前年同四半期比 ％減）となりました。
  

② その他の事業 

 その他の事業における売上高は 百万円（前年同四半期比 ％増）、営業利益は 百万円（前年同四半期
比 ％増）となりました。 

  
(2）キャッシュ・フローの状況 
 当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は第２四半期会計期間末

と比較して 百万円減少し、 百万円となりました。 
 当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は 百万円（前年同四半期は 百万円の使用）となりました。 
 収入の主な内訳は、税引前四半期純利益 百万円であり、支出の主な内訳は、たな卸資産の増加額 百万
円及び法人税等の支払額 百万円であります。 

  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果獲得した資金は167百万円（前年同四半期は 百万円の使用）となりました。 
 収入の主な内訳は、定期預金の払戻による収入 百万円であり、支出の主な内訳は、定期預金の預入による支
出 百万円、有形固定資産の取得による支出 百万円及び無形固定資産の取得による支出 百万円であります。 
  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果調達した資金は 百万円（前年同四半期は 百万円の調達）となりました。 
 収入の主な内訳は、短期借入金の純増加額 百万円及び社債の発行による収入 百万円であり、支出の主な
内訳は配当金の支払額 百万円であります。 

  
(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 
 当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

２【事業等のリスク】 
 

３【経営上の重要な契約等】 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

13,415 10.1 1,085
20.3 1,019 21.9 603

22.6

13,290 9.8 22.1

124 42.1 60
28.1

1,461 6,225

3,410 234
1,019 3,232

960

243
240

30 17 21

1,781 1,449
1,737 294

223
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(4）研究開発活動 
 該当事項はありません。 
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(1）主要な設備の状況 
 当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  
 (2）設備の新設、除却等の計画  
 当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の移転計画は次のとおりであります。なお、資産は事
業セグメントに配分していないため、セグメント情報の記載を省略しております。 

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

第３【設備の状況】 

事業所名 
（所在地） 設備の内容 

投資予定金額 
資金調達 
方法 

着手及び完了予定年月 
完成後の 
増加能力 総額 

(千円) 
既支払額 
(千円) 着手 完了 

松戸店 
（千葉県松戸市） 

事務所  2,314 － 自己資金 平成23年10月 平成23年10月 － 
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①【株式の総数】 

  
②【発行済株式】 

（注） 「提出日現在発行数」欄には、平成23年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により
発行された株式数は含まれておりません。 

  

第４【提出会社の状況】 
１【株式等の状況】 
（１）【株式の総数等】 

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  9,600,000

計  9,600,000

種類 
第３四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成23年９月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成23年11月14日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式  4,612,800  4,612,800

大阪証券取引所 
ＪＡＳＤＡＱ 
（スタンダード）  

１単元の株式数は100株
であります。 

計  4,612,800  4,612,800 － － 
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 会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。 
第４回新株予約権 平成19年３月28日定時株主総会決議（平成19年12月28日 取締役会決議） 

（注）１ 当社が当社普通株式の分割（普通株式の無償割当を含む。以下同じ。）又は株式の併合を行う場合には、当
該新株予約権に係る付与株式数は株式の分割又は株式の併合の比率に応じ比例的に調整する。なお、上記の
調整の結果生じる１株に満たない端数はこれを切り捨てるものとする。 

２ 当社が株式の分割又は株式の併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円
未満の端数は切り上げる。 

３ 当社が時価を下回る価額で普通株式の発行又は普通株式の自己株式の処分を行う場合は、次の算式により行
使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。ただし、当社普通株式の交付と引き換え
に取得される証券もしくは取得させることができる証券又は当社普通株式の交付を請求できる新株予約権
（新株予約権付社債に付されたものを含む。）の取得又は行使の場合を除く。 

なお、上記算式中の「既発行株式数」からは、当社が保有する自己株式の数を除くものとし、自己株式の処
分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとする。 

４ 付与対象者のうち、役員１名、従業員27名については、権利放棄あるいは退職に伴い権利を喪失しており、
当該新株予約権の個数及び当該新株予約権の目的となる株式の株数は除外しております。 

５ 平成20年10月14日開催の取締役会決議に基づき、平成20年11月21日付で１株を100株とする株式分割を行
い、さらに平成22年12月14日開催の取締役会決議に基づき、平成23年１月１日付で１株を３株とする株式分
割を行っております。これにより「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金
額」及び「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されてお
ります。  

（２）【新株予約権等の状況】 

  第３四半期会計期間末現在 
（平成23年９月30日） 

新株予約権の数（個）  308

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数（株）  92,400

新株予約権の行使時の払込金額（円）  167

新株予約権の行使期間 
自 平成21年12月28日 
至 平成24年12月27日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額（円） 

発行価格    167 
資本組入額    84 

新株予約権の行使の条件 

① 新株予約権の行使時において、当社が株式を日本国内の証券取
引所が開設する市場に上場していることを要する。 

② 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当社取締役、
監査役、従業員であることを要する。ただし、任期満了により
退任した場合及び定年退職した場合はこの限りではない。 

③ その他の条件は、当社と新株予約権割当対象者との間で締結す
る「新株予約権割当契約」に定めるところによる。 

新株予約権の譲渡に関する事項 

① 新株予約権の譲渡は認めない。 
② 新株予約権の質入その他一切の処分は認めないものとする。 
③ 新株予約権者の相続人による新株予約権は行使することはでき
ない。 

代用払込みに関する事項 － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関す
る事項 

－ 

調整後行使価額＝調整前行使価額× 
１ 

株式分割（又は株式併合）の比率 

  
既発行株式数＋ 

新規発行株式数×１株当たり払込金額 

調整後行使価額＝調整前行使価額× 
時価 

既発行株式数＋新規発行株式数 
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第５回新株予約権 平成21年３月27日定時株主総会決議（平成21年３月27日 取締役会決議） 

（注）１ 当社が当社普通株式の分割（普通株式の無償割当を含む。以下同じ。）又は株式の併合を行う場合には、当
該新株予約権に係る付与株式数は株式の分割又は株式の併合の比率に応じ比例的に調整する。なお、上記の
調整の結果生じる１株に満たない端数はこれを切り捨てるものとする。 

２ 当社が株式の分割又は株式の併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円
未満の端数は切り上げる。 

３ 当社が時価を下回る価額で普通株式の発行又は普通株式の自己株式の処分を行う場合は、次の算式により行
使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。ただし、当社普通株式の交付と引き換え
に取得される証券もしくは取得させることができる証券又は当社普通株式の交付を請求できる新株予約権
（新株予約権付社債に付されたものを含む。）の取得又は行使の場合を除く。 

なお、上記算式中の「既発行株式数」からは、当社が保有する自己株式の数を除くものとし、自己株式の処
分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとする。 

４ 付与対象者のうち、従業員４名については、退職に伴い権利を喪失しており、当該新株予約権の個数及び当
該新株予約権の目的となる株式の株数は除外しております。 

５ 平成22年12月14日開催の取締役会決議に基づき、平成23年１月１日付で１株を３株とする株式分割を行って
おります。これにより「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」及び「新
株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。   

  第３四半期会計期間末現在 
（平成23年９月30日） 

新株予約権の数（個）  328

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数（株）  98,400

新株予約権の行使時の払込金額（円）  367

新株予約権の行使期間 
自 平成23年３月27日 
至 平成26年３月26日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額（円） 

発行価格     367 
資本組入額    184 

新株予約権の行使の条件 

① 新株予約権の行使時において、当社が株式を日本国内の金融商
品取引所が開設する市場に上場していることを要する。 

② 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当社取締役、
監査役、従業員であることを要する。ただし、任期満了により
退任した場合及び定年退職した場合はこの限りではない。 

③ その他の条件は、当社と新株予約権割当対象者との間で締結す
る「新株予約権割当契約」に定めるところによる。 

新株予約権の譲渡に関する事項 

① 新株予約権の譲渡は認めない。 
② 新株予約権の質入その他一切の処分は認めないものとする。 
③ 新株予約権者の相続人による新株予約権は行使することはでき
ない。 

代用払込みに関する事項 － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関す
る事項 

－ 

調整後行使価額＝調整前行使価額× 
１ 

株式分割（又は株式併合）の比率 

  
既発行株式数＋ 

新規発行株式数×１株当たり払込金額 

調整後行使価額＝調整前行使価額× 
時価 

既発行株式数＋新規発行株式数 
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 該当事項はありません。 
  

 該当事項はありません。 
  

（注） 新株予約権の行使による増加であります。 
  

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ
ん。 

  

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記
載することができないことから、直前の基準日（平成23年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま
す。  
①【発行済株式】  

 （注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式17株が含まれております。 
  

②【自己株式等】 

  

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

（４）【ライツプランの内容】 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

年月日 
発行済株式総
数増減数 
（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額 
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成23年７月１日～ 
平成23年９月30日 
(注）  

 40,500  4,612,800  6,063  727,565  6,023  685,594

（６）【大株主の状況】 

（７）【議決権の状況】 

  平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） － － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式  4,571,900  45,719 単元株式数100株 

単元未満株式 普通株式     400 － 
１単元（100株）未満の株
式 

発行済株式総数  4,572,300 － － 

総株主の議決権 －  45,719 － 

  平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称 所有者の住所 自己名義所有株式

数（株） 
他人名義所有株式
数（株） 

所有株式数の合計 
（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

－ － － － － － 

計 － － － － － 
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【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

（注） 最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。 
    なお、平成23年３月15日をもって同取引所に株式を上場いたしましたので、それ以前の株価については該当

事項はありません。 
  

 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。 
  役職の異動 

  

２【株価の推移】 

 月別  平成23年１月 ２月 ３月 ４月 ５月  ６月 ７月 ８月 ９月 

 最高（円） ― ―  2,600  2,523  2,235  2,150  2,600  2,383  2,145

 最低（円） ― ―  1,780  2,062  2,052  1,985  2,067  2,070  1,956

３【役員の状況】 

新役名 新職名 旧役名  旧職名  氏名 異動年月日 

取締役副社長  ― 専務取締役 
管理本部長 
兼管理部長  

釜田 卓 平成23年４月１日 

取締役  管理本部長 取締役 経営企画部長 櫻井 秀彦 平成23年４月１日 
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１ 四半期財務諸表の作成方法について 
 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63
号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。 
 なお、前第３四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成22
年１月１日から平成22年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成
23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成23年１月１日から平成23年９月30日ま
で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。 

  
２ 監査証明について 
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成22年７月１日から平成
22年９月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸
表並びに当第３四半期会計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成23
年１月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビ
ューを受けております。 
 なお、前第３四半期会計期間及び前第３四半期累計期間に係る四半期レビュー報告書は、平成23年２月９日提出の
有価証券届出書に添付されたものによっております。  

  
３ 四半期連結財務諸表について 
 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 

  

第５【経理の状況】 
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１【四半期財務諸表】 
（１）【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成23年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 6,230,124 7,266,997 
売掛金 63,126 36,543 
販売用不動産 ※2  6,674,920 ※2  2,214,996 

仕掛販売用不動産 ※2  12,002,095 ※2  10,187,690 

未成工事支出金 1,560,029 1,535,049 
貯蔵品 434 1,386 
その他 487,666 473,936 
流動資産合計 27,018,397 21,716,600 

固定資産   
有形固定資産 ※1  78,391 ※1  54,833 

無形固定資産 27,281 499 
投資その他の資産 145,345 135,949 
固定資産合計 251,018 191,282 

資産合計 27,269,415 21,907,883 
負債の部   
流動負債   
支払手形 2,250,315 2,493,143 
工事未払金 3,466,205 2,466,694 
短期借入金 11,335,660 ※2  8,548,700 

1年内返済予定の長期借入金 53,760 53,760 
1年内償還予定の社債 100,000 140,000 
未払法人税等 349,375 1,558,220 
賞与引当金 62,777 85,423 
完成工事補償引当金 157,765 100,348 
その他 273,095 306,675 
流動負債合計 18,048,955 15,752,965 

固定負債   
社債 490,000 290,000 
長期借入金 104,900 145,220 
退職給付引当金 38,972 27,699 
その他 30,054 4,399 
固定負債合計 663,927 467,319 

負債合計 18,712,883 16,220,285 
純資産の部   
株主資本   
資本金 727,565 104,103 
資本剰余金 685,594 62,203 
利益剰余金 7,130,011 5,499,541 
自己株式 △36 － 

株主資本合計 8,543,135 5,665,847 
新株予約権 13,397 21,750 
純資産合計 8,556,532 5,687,598 

負債純資産合計 27,269,415 21,907,883 
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（２）【四半期損益計算書】 
【第３四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 31,399,924 39,114,402 
売上原価 25,760,833 33,159,718 
売上総利益 5,639,091 5,954,683 
販売費及び一般管理費 ※  2,007,430 ※  2,379,136 

営業利益 3,631,660 3,575,547 
営業外収益   
受取利息 358 141 
受取配当金 508 7 
違約金収入 6,900 18,112 
その他 3,093 1,567 
営業外収益合計 10,861 19,827 

営業外費用   
支払利息 132,315 181,665 
その他 45,519 38,929 
営業外費用合計 177,835 220,595 

経常利益 3,464,686 3,374,779 
特別損失   
資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,486 

特別損失合計 － 4,486 

税引前四半期純利益 3,464,686 3,370,293 
法人税、住民税及び事業税 1,408,000 1,300,800 
法人税等調整額 △4,230 74,509 
法人税等合計 1,403,769 1,375,309 

四半期純利益 2,060,917 1,994,983 
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【第３四半期会計期間】 
（単位：千円）

前第３四半期会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成23年７月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 12,188,411 13,415,143 
売上原価 10,049,701 11,537,931 
売上総利益 2,138,709 1,877,211 
販売費及び一般管理費 ※  776,761 ※  792,202 

営業利益 1,361,948 1,085,009 
営業外収益   
受取利息 116 39 
受取配当金 502 2 
新株予約権戻入益 1,878 － 
違約金収入 3,000 4,300 
その他 539 620 
営業外収益合計 6,035 4,962 

営業外費用   
支払利息 50,473 62,663 
その他 10,926 7,336 
営業外費用合計 61,399 70,000 

経常利益 1,306,584 1,019,970 

税引前四半期純利益 1,306,584 1,019,970 
法人税、住民税及び事業税 544,700 340,100 
法人税等調整額 △17,076 76,847 

法人税等合計 527,623 416,947 

四半期純利益 778,961 603,023 
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】 
（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
税引前四半期純利益 3,464,686 3,370,293 
減価償却費 19,081 28,657 
資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,486 
株式報酬費用 674 236 
新株予約権戻入益 △1,878 △75 
引当金の増減額（△は減少） 23,140 46,044 
受取利息及び受取配当金 △867 △148 
支払利息 132,315 181,665 
売上債権の増減額（△は増加） △10,731 △26,583 
たな卸資産の増減額（△は増加） △5,728,894 △6,298,356 
仕入債務の増減額（△は減少） 1,180,472 756,683 
その他 △98,125 △116,850 

小計 △1,020,124 △2,053,946 

利息及び配当金の受取額 897 208 
利息の支払額 △141,246 △191,889 
法人税等の支払額 △1,324,904 △2,494,173 

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,485,377 △4,739,801 

投資活動によるキャッシュ・フロー   
定期預金の預入による支出 △255,112 △120,000 
定期預金の払戻による収入 － 500,167 
有形固定資産の取得による支出 △42,384 △35,634 
無形固定資産の取得による支出 － △22,243 
その他 △8,458 △6,337 

投資活動によるキャッシュ・フロー △305,954 315,951 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
短期借入金の純増減額（△は減少） 3,869,540 2,786,960 
長期借入金の返済による支出 △52,380 △40,320 
社債の発行による収入 288,173 294,425 
社債の償還による支出 △130,000 △140,000 
株式の発行による収入 3,852 1,225,858 
自己株式の取得による支出 － △36 
配当金の支払額 △26,400 △359,744 

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,952,785 3,767,143 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,161,453 △656,705 

現金及び現金同等物の期首残高 4,541,433 6,881,830 
現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  5,702,886 ※  6,225,124 
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  
当第３四半期累計期間 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年９月30日） 

会計処理基準に関する事項の
変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 
 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 
平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準
適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 
 これにより、当第３四半期累計期間の営業利益及び経常利益は1,745千円、税引前四
半期純利益は6,232千円減少しております。 
  

【注記事項】 
（四半期貸借対照表関係） 

当第３四半期会計期間末 
（平成23年９月30日） 

前事業年度末 
（平成22年12月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は 千円であり
ます。 

83,220 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額は 千円であり
ます。 

51,249

※２ 担保に供されている資産で、会社の事業の運営にお
いて重要なものであり、かつ、前事業年度の末日に比
べて著しい変動が認められるものは、次のとおりであ
ります。 

※２ 担保に供している資産及びこれに対応する債務は次
のとおりであります。 

 (1) 借入のために金融機関に対して担保に供している資
産 

  
販売用不動産 千円3,292,726
仕掛販売用不動産 千円9,531,375

(2) 上記に対応する債務 

販売用不動産 千円1,355,283
仕掛販売用不動産 千円8,897,499

計 千円10,252,783

短期借入金 千円8,415,500
 ３ 運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行２行
と当座貸越契約及びコミットメントライン契約を締結
しております。当該契約に基づく当第３四半期会計期
間末の借入未実行残高は次のとおりであります。 

 ３ 運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行２行
と当座貸越契約及びコミットメントライン契約を締結
しております。当該契約に基づく当事業年度末の借入
未実行残高は次のとおりであります。 

借入極度額 千円3,500,000
借入実行残高 千円1,644,900
差引額 千円1,855,100

借入極度額 千円3,500,000
借入実行残高 千円878,200
差引額 千円2,621,800
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（四半期損益計算書関係） 

前第３四半期累計期間 
（自 平成22年１月１日 
至 平成22年９月30日） 

当第３四半期累計期間 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年９月30日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次
のとおりであります。 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次
のとおりであります。 

販売手数料 千円856,723
賞与引当金繰入額 千円87,230
退職給付費用 千円6,730

販売手数料 千円1,059,250
賞与引当金繰入額 千円37,982
退職給付費用 千円8,824

前第３四半期会計期間 
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日） 

当第３四半期会計期間 
（自 平成23年７月１日 
至 平成23年９月30日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次
のとおりであります。 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次
のとおりであります。 

販売手数料 千円333,747
賞与引当金繰入額 千円66,557
退職給付費用 千円2,237

販売手数料 千円361,665
給料及び手当  千円158,651
賞与引当金繰入額 千円33,722
退職給付費用 千円2,770

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係） 

前第３四半期累計期間 
（自 平成22年１月１日 
至 平成22年９月30日） 

当第３四半期累計期間 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年９月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照
表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成22年９月30日現在） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照
表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成23年９月30日現在） 

  

現金及び預金勘定 千円6,043,054
預入期間が３ヶ月を超える定期預金 千円△340,167

現金及び現金同等物 千円5,702,886
  

現金及び預金勘定 千円6,230,124
預入期間が３ヶ月を超える定期預金 千円△5,000

現金及び現金同等物 千円6,225,124
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当第３四半期会計期間末（平成23年９月30日）及び当第３四半期累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23
年９月30日） 
１ 発行済株式の種類及び総数 
普通株式 4,612,800株 

  
２ 自己株式の種類及び株式数 
 普通株式     17株 

  
３ 新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 
ストック・オプションとしての新株予約権 
当第３四半期会計期間末残高 13,397千円 

  
４ 配当に関する事項 
 (1) 配当金支払額 

(2）基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後
となるもの 
 該当事項はありません。 

  
５ 株主資本の金額の著しい変動 
 当社は、平成23年３月15日付の大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）への株式上場にあたり、公募
増資による払い込みが平成23年３月14日に完了いたしました。 
 また、当第３四半期累計期間において、新株予約権の行使により資本金及び資本準備金が増加しておりま
す。 
 この結果、資本金及び資本準備金がそれぞれ623,462千円、623,391千円増加し、当第３四半期会計期間末に
おいて、資本金が727,565千円及び資本準備金が685,594千円となっております。  
  

当第３四半期会計期間末（平成23年９月30日） 
 短期借入金が、会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい
変動が認められます。  

（注）金融商品の時価の算定方法 
  短期借入金は短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価
額によっております。 

  

当第３四半期会計期間末（平成23年９月30日） 
 当社は、有価証券を保有しておりませんので、該当事項はありません。 

  

当第３四半期会計期間末（平成23年９月30日） 
 当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。 

  

前第３四半期累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日）及び前第３四半期会計期間（自 平成

（株主資本等関係） 

決 議 株式の種類 
配当金の 
総額 
（千円） 

１株当たり 
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年３月30日 
定時株主総会 

普通株式  135,900  100 平成22年12月31日 平成23年３月31日 利益剰余金 

平成23年８月５日 
取締役会 

普通株式  228,614  50 平成23年６月30日 平成23年９月９日 利益剰余金 

（金融商品関係） 

 科目 
四半期貸借対照表計上額 

（千円）  
時価（千円） 差額（千円） 

短期借入金          11,335,660         11,335,660            －

（有価証券関係） 

（デリバティブ取引関係） 

（持分法損益等） 
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22年７月１日 至 平成22年９月30日） 
 当社は、関連会社を有しておりませんので、該当事項はありません。 

  
当第３四半期累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年９月30日）及び当第３四半期会計期間（自 平成
23年７月１日 至 平成23年９月30日） 
 当社は、関連会社を有しておりませんので、該当事項はありません。 

  

当第３四半期会計期間（自 平成23年７月１日 至 平成23年９月30日） 
 該当事項はありません。  
  

当第３四半期会計期間末（平成23年９月30日） 
 著しい変動がないため、記載を省略しております。 

（ストック・オプション等関係） 

（資産除去債務関係） 
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１ 報告セグメントの概要 
当第３四半期累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年９月30日）及び当第３四半期会計期間（自
平成23年７月１日 至 平成23年９月30日） 
 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、
経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま
す。 
 当社は主に戸建分譲事業及びマンション分譲事業を行っておりますが、戸建分譲事業の占める売上高等
の割合が90％超と大部分を占めるため、戸建分譲事業のみを報告セグメントとしております。 

  
２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
 当第３四半期累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年９月30日） 

                           （単位：千円） 

  
 当第３四半期会計期間（自 平成23年７月１日 至 平成23年９月30日） 

                           （単位：千円） 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、マンション分譲事業
等を含んでおります。 

   ２ セグメント利益は、営業利益を記載しております。 
   

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 
当第３四半期会計期間（自 平成23年７月１日 至 平成23年９月30日） 
 該当事項はありません。 
  
（追加情報） 
 第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21
年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号
平成20年３月21日）を適用しております。 

   

当第３四半期会計期間末（平成23年９月30日） 
 該当事項はありません。  

（セグメント情報等） 
【セグメント情報】 

  
報告セグメント 

その他 合計 
戸建分譲事業 

 売上高 
  外部顧客への売上高 

 38,893,738  220,664  39,114,402

計  38,893,738  220,664  39,114,402

 セグメント利益  3,422,990  152,556  3,575,547

  
報告セグメント 

その他 合計 
戸建分譲事業 

 売上高 
  外部顧客への売上高 

 13,290,959  124,183  13,415,143

計  13,290,959  124,183  13,415,143

 セグメント利益  1,024,770  60,239  1,085,009

（賃貸等不動産関係） 

3274/2011年-22-



１ １株当たり純資産額 

（注）当社は平成23年１月１日付で１株を３株とする株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年度の開始

の日に行われたと仮定した場合における前事業年度末の１株当たり純資産額は 円であります。  
  

２ １株当たり四半期純利益金額等 

（注）１ １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のと
おりであります。  

   ２ 当社は平成23年１月１日付で１株を３株とする株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年度の開

始の日に行われたと仮定した場合における前第３四半期累計期間の１株当たり四半期純利益金額等は以下の

とおりであります。 

 １株当たり四半期純利益金額 514.04円 

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在しておりますが、当社株式は非上

場であり期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。 

  

（１株当たり情報） 

当第３四半期会計期間末 
（平成23年９月30日） 

前事業年度末 
（平成22年12月31日） 

１株当たり純資産額 円1,852.06 １株当たり純資産額 円4,169.13

1,389.71

前第３四半期累計期間 
（自 平成22年１月１日 
至 平成22年９月30日） 

当第３四半期累計期間 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 円1,542.11 １株当たり四半期純利益金額 円449.64
 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式は存在しておりますが、当社株式は非上場
であり期中平均株価が把握できないため、記載しており
ません。 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期純利益金額 

円428.76

  
前第３四半期累計期間 
（自 平成22年１月１日 
至 平成22年９月30日）  

当第３四半期累計期間 
（自 平成23年１月１日 
至 平成23年９月30日）  

１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（千円）  2,060,917  1,994,983

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  2,060,917  1,994,983

期中平均株式数（株）  1,336,429  4,436,880

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益調整額（千円）    －  －

普通株式増加数（株）  －  216,064

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算定に含まれなか
った潜在株式で、前事業年度末から重要な変動
があったものの概要 

────── ────── 
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（注）１ １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。  

   ２ 当社は平成23年１月１日付で１株を３株とする株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年度の開

始の日に行われたと仮定した場合における前第３四半期会計期間の１株当たり四半期純利益金額等は以下の

とおりであります。 

 １株当たり四半期純利益金額 191.06円 

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在しておりますが、当社株式は非上

場であり期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。 

   

前第３四半期会計期間 
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日） 

当第３四半期会計期間 
（自 平成23年７月１日 
至 平成23年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 円573.19 １株当たり四半期純利益金額 円131.53
 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式は存在しておりますが、当社株式は非上場で
あり期中平均株価が把握できないため、記載しておりませ
ん。 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期純利益金額 

円126.21

  
前第３四半期会計期間 
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日）  

当第３四半期会計期間 
（自 平成23年７月１日 
至 平成23年９月30日）  

１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（千円）  778,961  603,023

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  778,961  603,023

期中平均株式数（株）  1,359,000  4,584,854

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益調整額（千円）    －  －

普通株式増加数（株）  －  193,005

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算定に含まれなか
った潜在株式で、前事業年度末から重要な変動
があったものの概要 

────── ────── 
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当第３四半期会計期間（自 平成23年７月１日 至 平成23年９月30日） 
 該当事項はありません。 

  

当第３四半期会計期間末（平成23年９月30日） 
 該当事項はありません。 

  

   平成23年８月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 
（イ）配当金の総額…………………………………………………………………………228,614千円 
（ロ）１株当たりの金額……………………………………………………………………50円00銭 
（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………………………………………平成23年９月９日 
 （注）平成23年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 

  

（重要な後発事象） 

（リース取引関係） 

２【その他】 
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 該当事項はありません。 
   

第二部【提出会社の保証会社等の情報】 
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独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２３年２月９日
  
アイディホーム株式会社 
  取締役会 御中 

  
新日本有限責任監査法人 
  

  
  
  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアイディホー
ム株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの第16期事業年度の第３四半期会計期間（平成22年７月１日
から平成22年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財
務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュ
ーを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対
する結論を表明することにある。 
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行

った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準
に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アイディホーム株式会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日をも
って終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フロー
の状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

（注）１ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。 

   ２ 四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
  
  

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士 宮入 正幸 ㊞ 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士 石黒 一裕 ㊞ 

以 上
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独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２３年１１月１４日
  
アイディホーム株式会社 
  取締役会 御中 

  
新日本有限責任監査法人 
  

  
  
  

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアイディ
ホーム株式会社の平成２３年１月１日から平成２３年１２月３１日までの第１７期事業年度の第３四半期会計期間（平
成２３年７月１日から平成２３年９月３０日まで）及び第３四半期累計期間（平成２３年１月１日から平成２３年９月
３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー
計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の
立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。 
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行

った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準
に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アイディホーム株式会社の平成２３年９月３０日現在の財政状態、同日
をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

（注）１ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。 

   ２ 四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
  

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士 宮入 正幸 ㊞ 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士 石黒 一裕 ㊞ 

以 上
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